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　『火山と日本の神話 亡命ロシア人ワノフスキーの古事記論』
　　　　　　　　　　　　桃山堂 ２０１６年２月発売　新刊書のご案内
　選書ご担当者様　古事記神話を火山に象徴される日本列島の大地の特性から考

え直すことがテーマ。主に九州、出雲の神話をとりあげていますが、火山・地震に

かかわる多くの地域で読んでいただければとおもいます。戦後まもなく発表された

幻の古事記論『火山と太陽』を手がかりに、日本列島の火山神話の謎を探っています。
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　　日本経済新聞　読書面コラム「本の径」（2016 年 2月 7日）で紹介

　　　　「火山活動は実は、古くから日本人の精神に大きな影響を及ぼしてきた」

　　大分合同新聞　読書面　新刊記事（2016 年 2月 7日）

　　　　「日本神話の源流は火山の王国・九州で生まれたと主張する本」

　　山陰中央新報新聞　読書面　書評（2016 年 3月 27日）

　　　　「私たちが足元の大地を学際的に捉えるヒントを与えてくれる」

【著者】

アレクサンドル・ワノフスキー（１８７４～１９６７） （早稲田大学文学部ロシア文学科講師）

鎌田東二（京都大教授、宗教哲学）　「火山と黙示録」	

野村律夫（島根大教授、地質学）　「地球の時間、人間の時間」

保立道久（東大名誉教授、歴史学）「歴史学からみる火山神話」

ご注文、問い合わせは　桃山堂へ。FAX 03-3997-1518 TEL050-5824-7595
もしくは、お出入りの書店様、ＴＲＣ（図書館流通センター）へ注文ねがいます。

本書の内容などの詳細は桃山堂ホームページへ。　www.hon-momoyamado.com


